
１ 当初予算（要求）額（千円）

２ 当初予算（決定）額（千円）

３ 事業概要
県内の福祉用具関連企業が開発した福祉用具を、社会福祉施設等に貸与しモニタリン

グを行い、改良に役立てる。また、販路開拓やネットワークづくりのための支援策を総
合的に行い、福祉用具のＰＲを図るとともに、県民の福祉用具に対する理解を深める。

４ 施策の効果
これまでのモニタリング事業に加え、製品改良後の販路開拓や福祉ネットワークづく

りのための支援策を講ずることにより、県内の福祉用具産業の販売力強化が図られると
ともに、県民の福祉用具に対する理解が深まることが期待できる。

５ 要求の内容
福祉用具製品化支援検討会を中心に以下の事業を行う。

・福祉用具モニタリング事業
モニター意見の集約及び検討委員会による評価

・福祉用具機器展への出展
名古屋市・東京都において開催される福祉機器展への出展

・福祉用具の企画展の開催
アクティブＧを活用し企画展を開催

・福祉用具フォーラムの開催
福祉用具関連企業、理学療法士・作業療法士等関係団体の協働の推進

・福祉用具コンテンツの開設
福祉用具関連情報を一体的に提供するホームページを開設

６ 決定内容
要求内容を精査した上で必要額を措置した。

所 属 健康福祉環境部 福祉政策課

担当(係)名 政策企画担当 内 線 ２５８４

（款）３民生費 （項）１社会福祉費 （目）(８)社会福祉諸費

（明細書事業名)○新福祉システム調査研究費
福祉用具製品化販売促進支援事業

８，０８５千円

７，８００千円 【財源内訳】 一般財源
7,800（前年度 ０）


